
敷地

空き家
（空き倉庫含む）
H26.4調査

木曽川

JR中央本線
至　藪原駅

□ 藪原宿の街並と空き家の現状
中山道の宿場町として栄えた時代から 、街並は大
きく変様した。現在は、出桁造や格子など往時を偲ばせる要素と、トタンや金
属パネル、吹付材などの現代的な要素の混在状態にあり、駐車場確保のための
前庭も散見される。全国平均よりも空き家化が早く進んでおり、対策が待たれ
る。
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▽桁レベル
FL＋2700

受付
（インフォメーション）

パン販売

集会スペース（サロン）

パン工房

広場

WC

車動線

旧中山道

裏道へ抜ける動線

広場への動線

地域住民・観光客など

資材搬入（パン工房）

□ 地下水を利用した水熱源暖房
夏涼しく冬寒い木祖村では、原則としてクーラーなどは不要で、冬の暖房費対策が
重要である。木曽川支流に近接したこの地域では、湧水を使った井戸が頻繁にみら
れる。そこで、本計画でもヒートポンプの熱源に水を利用し、床暖房とパネルヒー
ティングを組み合わせた全館暖房でランニングコストの軽減が計画されている。

採水井戸 還水井戸

木曽川

水熱源ヒートポンプ 温水パネルヒーター

床暖房

潜熱蓄熱槽

（熱交換器） （潜熱蓄熱材）

周辺の民家に多くみられる小屋組、天窓から差し
込む光によって桁上に豊かな空間がひろがる

□ 構造・屋根について
周辺建物の間口は３間～4.5間、屋根は２部～３部勾配のものが多く、本施設も街道側から
は平入の２ヴォリュームとし、棟の位置をずらすことで一方を街道からセットバックしてい
る。庇は旧来の統一された軒の出を再現し、ここをくぐって広場へアクセスできる。集会ス
ペースは桁下を無柱に、パン工房は空間全体に構造体が露出しないように計画されている。 窓の高さは、降雪量と窓下のパネルヒーティングが考慮され、ベンチ程度の高さとなっている

街道から、庇の休憩スペース越しに建物を望む 街道側からスロープで駐車場に侵入でき、裏道まで通り抜け可能となっている

□ 街道からの動線と
　　　　　 　街道への風景
本計画は様々な利用者や物
が街道から等価かつ直接的
にアクセスできることを目
指している。
閉館時でも広場は開放され
、庇の下は休憩スペースと
なり、駐車場は裏道に通り
抜け可能である。このこと
は同時に、本施設の様々な

、風景
ににぎわいを与えることを
目指して計画された結果あ
る。

倉庫

倉庫

SK

公衆トイレ

GL+50

広場

DW

A A'
（断面詳細切断位置）

郵便ポスト

パン工房
　  倉庫

集会スペース
床：鉄平石 t=20

　　　　　  平板ブロック t=30

1FL=GL+200

屋外休憩スペース
平板ブロック t=30

駐車スペース
    （５台）

湯沸かし

受付カウンター

休憩スペース

パン工房
　  前室

事務室
床：長尺塩ビシート

玄関ホール
床：鉄平石 t=20

　　　　　  平板ブロック t=30

ロッカー

パン工房
床：長尺塩ビシート

廊下

1FL=GL+200

1FL=GL+200

GL+200

UP

収納 

通用口（従業員、資材）

配電盤など

N

GL+50

トイレ

砂利 t=50

GL+200

排煙天窓

GL±0

UP
GL±0 GL-200

ゴミポスト

GL+180

DW

GL+50

GL+180
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水熱源
ヒートポンプ温水機

GL-900

GL-1400

汚水枡
陸上型

井戸ポンプ

中木 ×9本　 高木×6本
（サザンカ・ソヨゴ・カクレミノ・ハナモモ・トチ等 ）

コンクリートスラブ
t=150 脱色透水性アスファルト舗装 t=40

白線・車止め
×5台分

コンクリート擁壁 W150

スロープ 1/8 W3,000
コンクリートスラブ t=150
刷毛引き

GL-1200

GL±0

8
1

汚水枡

汚水枡

汚水枡

スロープ 1/6
コンクリートスラブ t=150

刷毛引き

GL±0

汚水枡

浸透枡

UP GL-1200

ロッカー

廊下

廊下

玄関ポーチ

廊下

GL+50

コンクリートたたき
SUS見切り@1820

環水井戸

採水井戸

オーブン類
　  置き場

パン搬出口

電柱

レジ

浸透枡浸透枡

旧中山道

床暖房範囲

床暖房範囲 床暖房範囲

DW
倉庫

床：構造用合板t24
2FL=GL+2924

小屋組
（吹き抜け）

小屋組
（吹き抜け）

パン工房上部
（吹き抜け）

１階平面図　1：200

２階平面図　1：200

縦樋φ100
ガルバリウム鋼鈑 t=0.4

軒樋（箱形 W150×H70程度）　
ガルバリウム鋼鈑 t=0.4
融雪ヒーター設置

ガルバリウム鋼鈑 t=0.4
瓦棒葺き＠300

雪どめ
St.L-45×45 溶融亜鉛メッキ

X1

WD
01

385

450

1820

梁:カラマツ120×180(化粧）

18
0

X18X17X16X15

梁:カラマツ120×300(化粧)

水切り100×60:ガリバリューム鋼板t=0.6

X20通り梁上端

道路境界線

X19 X20

1FL=GL+200

集成材加工
梁受け兼転止め

桁 120×270梁:カラマツ120×180(化粧） 梁:カラマツ120×300(化粧）

2FL=1FL+2,724

3
0

1FL=GL+200

【玄関ホール床】
鉄平石t=20一部コンクリート平板ブロックt=30
カラ練りモルタルt=20 一部 t=10
均しモルタルt=60（温水パイプΦ15埋設）
温水パイプ固定ワイヤーメッシュ6-300
スタイロフォームt=50
コンクリートスラブt=150

母屋:カラマツ120×120(化粧）
　　　 　屋根勾配に合わせる

Y7 〜 Y9 間、あ〜い間：屋根勾配
Y9〜あ間：鉛直

天井面OSB合板 素地

【外壁】
サワラ特１等（節穴埋め）t=18 w=90本実竪張り
WP(木材保護材）
通気胴縁（横千鳥張り）t=18
高性能透湿防水シート
断熱スイCロフォームt=50
構造用合板t=9
間柱 杉120×45 @455
間柱間 断熱グラスウール24kg t=100

【玄関ホール壁】
ラワン構造用合板t=9
WP(木材保護材）

【天井】
下地構造用合板t=9の上
耐水PBt=9.5
AEP塗装

【屋根】
ガリバリューム鋼板t=0.4 瓦棒葺
アスファルトルーフィング22kg
屋根通気樹脂ネット  t=12
粘着靴Sムアスファルトシート
OSB合板 t=12両面 ポリスチレン断熱 t=140 構造断熱屋根下地複合板

防湿ポリエチレンフィルムt=0.2

土間

砕石 t=60

桁:120×300(化粧）

Y7〜い通り 登り梁120×180@455

軒天井構造用合板 t=12　2枚張り

柱脚金物

倉庫

【倉庫床】
構造用合板t=24

受付

【受付壁】
ラワン構造用合板t=9
WP(木材保護材）

【玄関ポーチ床】
コンクリート平板ブロックt=60
(300×300:300×600組み合わせ1:1)
貼り付けモルタル=10
ならしモルタル=15
コンクリートスラブt=150
砕石 t=60

WP(木材保護材）

スラブ下断熱スタイロフォームt=100

16
4

雪止めＬ=45 溶融亜鉛メッキ

【パン工房床】
厨房用複層ビニル床シートt=2
シンダーコンクリートt=198（排水管埋設）
かさ上げスタイロフォーム t=100×2段
メイン排水管敷設部分　ラインピットW300 H400
コンクリートスラブt=150

パン工房

【パン工房壁】
下地構造用合板t=9の上
耐水PB t=9.5の上
ビニールクロス貼り

登り梁:カラマツ120×180(化粧）

2,
70

0

天窓立ち上り壁
下地構造用合板t=9の上
耐水PBt=9.5
AEP塗装

梁:カラマツ120×300(化粧)

X10通り梁上端　1FL+5,430(GL+5,630)

【キッチン天井】
下地構造用合板t=9の上
耐水PBt=9.5
AEP塗装

【パン工房天井】
下地構造用合板t=9の上
耐水PBt=9.5
AEP塗装

キッチン

巾木:複層ビニル床シート巻き上げ（R付) H=150

空調吹き出し口Φ250

ドレン管は床下埋設

パッケージエアコン
エアコン吊架台
L-50×50×4

エアコン架台支持梁

取り付け屋根角度4寸
四周専用水切り枠

×3.0(採光係数） ＝2.64×2台窓面積
天窓

0.44

採光必要面積 44.85

×2台＝1.20天窓排煙有効面積 0.60
必要排煙面積　44.85

見切り縁:アルミL10×10

雪割り：屋根板金工事
ガリバリューム鋼板t=0.6加工
下地耐水合板t=12

笠木:ガリバリューム鋼板t=0.6

樹脂製枠天窓:排煙タイプ

廻り縁:塩ビ
目地底:寒冷紗パテしごき AEP塗装

天井コーナー部分:
PB付き合わせ寒冷紗パテしごき AEP
PB天井面勝ち

登り梁:カラマツ120×180(化粧）
登り梁の間の建具取り付け梁:
カラマツ120×120(化粧）

壁:構造用合板t=9
下地 60×30 @455

空調吸い込み口Φ250

【倉庫壁】
ラワン構造用合板t=9のまま

120×180 天端加工

PB天井面勝ち

天井コーナー部分:

PB天井面勝ち
PB付き合わせ寒冷紗パテしごき AEP

吊束30×30＠455

ダクトスペース

2
,4

0
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【フード下壁】
下地構造用合板t=9の上
耐水PB t=12.5(不燃材)の上
メラミン化粧板t=3貼り

フード上部天井
下地構造用合板t=9の上
耐水PB t=12.5(不燃材)アルミ見切り30×30

レンジフード W1650×D11750×H450
ステンレス t=0.8

1FL=GL+200

雪止めＬ=45 溶融亜鉛メッキ

玄関ホール 玄関ポーチ
01

WSD

1820 1820 18201820

FG2
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FG2

X14X13X12

182018201820

X11

1820

X10

1820

X9

18201820

引き出し

開口部小口面
メラミン化粧板 t=3

1
1
0
0【キッチン床】

鉄平石t=20一部コンクリート平板ブロックt=30
カラ練りモルタルt=20 一部 t=10
均しモルタルt=160
スタイロフォームt=100×2段
防水シート
コンクリートスラブt=150

1
1
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

手摺:サワラ120×30
横桟:サワラ90×30
手摺支柱:丸鋼φ9 @600 OP塗装
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10
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PW
03

吊り戸棚
シナ積層合板 t=20 WP2回塗り

カウンター天板
　人工大理石 t=40
カウンター幕板
　シナ積層合板 t=20 WP2回塗り

WW
17

3
0
0

18201820

X8X7

X1通り梁上端=GL+2354

120×330

登り梁:カラマツ120×330(化粧）（Y8,Y10）

ラインピット

WD
05

母屋:カラマツ120×120(化粧）
　　　　 屋根勾配に合わせる

パネルヒーター
パネルヒーター用配管ピット

道路境界線

道路
アスファルト補修

【屋根】
ガリバリューム鋼板t=0.4 瓦棒葺
アスファルトルーフィング22kg
屋根通気樹脂ネット  t=12
粘着靴Sムアスファルトシート
OSB合板 t=12両面 ポリスチレン断熱 t=140 構造断熱屋根下地複合板

【廊下床】
鉄平石t=20一部コンクリート平板ブロックt=30
カラ練りモルタル=20 一部 t=10
均しモルタルt=60
スタイロフォームt=50
コンクリートスラブt=150

【廊下壁】
ラワン構造用合板t=9
WP(木材保護材）

廊下

【トイレ床】
複層ビニル床シートt=2
シンダーコンクリートt=198（排水管埋設）
かさ上げスタイロフォーム t=100×2段
メイン排水管敷設部分　ラインピットW300 H400
コンクリートスラブt=150

トイレ 倉庫

土間
スラブ下断熱スイCロフォームt=50
防湿ポリエチレンフィルムt=0.2
砕石 t=60

【トイレ天井】
下地構造用合板t=9の上
耐水PBt=9.5
AEP塗装

【トイレ壁】
下地構造用合板t=9の上
耐水PB t=9.5の上
メラミン化粧合板t=3

【倉庫壁】
ラワン構造用合板t=9素地

天井面OSB合板 素地

【倉庫床】
複層ビニル床シートt=2
シンダーコンクリートt=98
スタイロフォームt=50
コンクリートスラブt=150

事務室

【事務室床】
複層ビニル床シートt=2
均しモルイ逆=98（温水パイプΦ15埋設）
温水パイプ固定ワイヤーメッシュ6-300
スタイロフォームt=50
コンクリートスラブt=150

【事務室壁】
ラワン構造用合板t=9
WP(木材保護材）

擁壁１
撥水剤吹き付け

雪止めＬ=45 溶融亜鉛メッキ

植栽客土t=1000
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土間
スラブ下断熱スタイロフォームt=50
防湿ポリエチレンフィルムt=0.2
砕石 t=60

棟金物:ガリバリューム鋼板t=0.6加工
棟換気用 樹脂ハニカム通気ガラリ t=24
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机板・棚板：ラワンt=24
隔て板：ラワンt=24　D=135 @455
WP(木材保護材）

81 299

FS1 FS2

【キッチン壁】
下地構造用合板t=9の上
耐水PBt=9.5
メラミン不燃化粧板t=3

FG4

FG1
450

FG1FG1

ベーカリーコンベクションオーブン
W825 D980 H540

デゥーコンディショナー
W900 D816 H1035
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FG5FG5

X4X3X2
FS1
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旧中山道

断面詳細図　１：50
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登り梁棟位置=GL+6722

最高高さ=GL+6957

1FL=GL+200
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集会スペース最高高さ=GL+5865

長野県木祖村にぎわい交流施設
長野県木祖村は木曽川源流の里として知られる、豊かな自然に恵まれた山間の村である。村の中心施設が位置
する藪原地区は、江戸時代より中山道藪原宿をもとに発展してきた集落で、並び家と称される街道沿いの住宅
形式が残存している。近年空き家や空地が目立つようになり、高齢化過疎化と合わせた対策が急務となってい
る。そうしたなかで、街道に面する旧役場を村のにぎわいの場、地域住民どうしだけでなく観光客や訪問者も
交流できる憩いの場として建て替えることとなった。また、本施設は障がい者支援の目的でパン工房が予定さ
れている。これらのプログラム加え、街道沿いの風景を牽引する役目も本施設は担っている。歴史的な遺産で
ある並び家と現代生活の調和が求められ、並び家の構造、屋根勾配、軒高などこれまでの建ち方が持続される
とともに、日曜市やお祭り時の出店場所、冬期の雪集め場として活躍する広場が新たに設けられることとなっ
た。

概要

建築用途：多目的交流施設
　　　　　一部障がい者支援施設 ( パン工房 )
　　　　　公衆トイレ
施主名：長野県木祖村
工事予定期間：平成 26 年 5月～平成 26 年 12 月
主体構造：木造

建築面積：405.88m2

延床面積：439.35m2

主要仕上材料
　　外壁　屋根　ガルバリウム鋼板瓦棒葺き
　　　　　外壁　外壁用サワラ本実堅張り
　　　　　　　　キシラデコール 2回塗り
　　　　　開口　木製サッシ
　　　　　　　　工場塗装キシラデコール 2回塗り
　　内壁　床　鉄平石一部平板ブロック　パタン塗り
　　　　　壁　ラワン構造用合板
　　　　　　　キシラデコールインテリア 2回塗り
　　　　　天井　OSB 合板 t=12
　　　　　　　　( カラマツ製登梁、母屋、束、桁梁　現し )

事務室

広場

サロン

倉庫

受付

パン工房

庇下休憩スペース


